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【出願番号】特願2007-539026(P2007-539026)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  65/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  65/10    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月8日(2008.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエーテルの製造方法であって：
　（ｉ）官能化性触媒の存在下、植物油、動物脂肪、脂肪酸または脂肪酸アルキルエステ
ルを反応させることによって、そこにヒドロキシル基を導入し、開始剤化合物を形成する
ステップと；
　（ｉｉ）ステップ（ｉ）からの官能化性触媒の少なくとも一部、アルキレン酸化物及び
金属シアニド触媒錯体を含有する前記開始剤化合物の混合物を形成するステップと；
　（ｉｉｉ）前記触媒錯体を活性化し、前記開始剤化合物をアルコキシル化するのに十分
な条件を前記混合物に与え、ポリエーテルを形成するステップと；
を含む前記製造方法。
【請求項２】
　前記官能化性触媒がスズ、チタン、ロジウム、ニッケル、酵素、酸、ヨウ素又はその組
合せを含む触媒である、請求項１に記載の製造方法。
【請求項３】
　前記官能化性触媒がスズ、チタン又はその組合せを含む触媒である、請求項２に記載の
製造方法。
【請求項４】
　前記官能化性触媒がスズ（ＩＩ）オクタン酸塩、スズ（ＩＩ）２－エチルヘプタン酸塩
、ジブチルスズ（ＩＶ）ジラウレート、チタンテトライソプロポキシド、チタンテトライ
ソブトキシド、又はその組合せである、請求項３に記載の製造方法。
【請求項５】
　前記開始剤化合物が：
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【化１】

（式中、Ｒは、ポリオール、ポリアミン又はアミノアルコール開始剤の残基であり；Ｘ及
びＸ'は、同じか、又は異なっていてもよく、Ｏ、Ｎ又はＮＨであり；ｐは、１～５の整
数であり；ｑは、１～５の整数であり、ここでｐ＋ｑは、３～８であり、ｔは、３～８の
整数であり、Ａは、同じか、又は異なっていてもよく、Ａ１、Ａ２及びＡ３から成る群よ
り選択され、ここでＡ１は

【化２】

であり、Ａ２は、

【化３】

であり、Ａ３は、
【化４】

であり、ここで植物油ベースのポリオールの任意の分子すべてのａ、ｂ及びｃがすべて０
とは限らず、植物油ベースのポリオールの（ａ＋ｂ＋ｃ）／（ｐ＋ｑ＋ｔ）が０を超えて
約１００までであるならば、ｍ、ｎ、ｖ、ｒ、ｓ、ａ、ｂ及びｃは整数であり、ｍは３よ
り大きく、ｎは０と等しいかそれより大きく、ｍ＋ｎは１１～１９であり、ｖは３より大
きく、ｒは０と等しいかそれより大きく、ｓは０と等しいかそれより大きく、ｖ＋ｒ＋ｓ
は１０～１８であり、ａは０～３５であり、ｂは０～３５であり、ｃは０～３５である）
を含むポリオールである改質植物油である、請求項１に記載の製造方法。
【請求項６】
　前記アルキレン酸化物がエチレン酸化物である、請求項１に記載の製造方法。
【請求項７】
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　前記アルキレン酸化物がプロピレン酸化物又は１，２－ブチレン酸化物である、請求項
１に記載の製造方法。
【請求項８】
　前記官能化性触媒が酸である、請求項１に記載の製造方法。
【請求項９】
　前記官能化性触媒がヨウ素である、請求項１に記載の製造方法。
【請求項１０】
　ステップ（ｉｉ）の開始剤化合物がステップ（ｉ）で使用した官能化性触媒の少なくと
も２５％を含有する、請求項１に記載の製造方法。
【請求項１１】
　ステップ（ｉｉ）の開始剤化合物がステップ（ｉ）で使用した官能化性触媒の少なくと
も５０％を含有する、請求項１０に記載の製造方法。
【請求項１２】
　ステップ（ｉｉ）の開始剤化合物がステップ（ｉ）で使用した官能化性触媒の実質的に
すべてを含有する、請求項１１に記載の製造方法。
【請求項１３】
　前記ポリエーテルが少なくとも約百万分の１０重量部の官能化性触媒を含有する、請求
項１に記載の製造方法。
【請求項１４】
　前記ポリエーテルが少なくとも約百万分の５０重量部の官能化性触媒を含有する、請求
項１３に記載の製造方法。
【請求項１５】
　ポリエーテル、官能化性触媒及び金属シアニド触媒を含有するポリエーテル組成物。
【請求項１６】
　前記ポリエーテル組成物が少なくとも約百万分の１０重量部の官能化性触媒を含有する
、請求項１５に記載のポリエーテル組成物。
【請求項１７】
　前記ポリエーテル組成物が少なくとも約百万分の５０重量部の官能化性触媒を含有する
、請求項１６に記載のポリエーテル組成物。
【請求項１８】
　前記官能化性触媒がスズ、チタン、ロジウム、ニッケル、酵素、ヨウ素、酸又はその組
合せを含む触媒である、請求項１５に記載のポリエーテル組成物。
【請求項１９】
　前記官能化性触媒がスズ、チタン又はその組合せを含む触媒である、請求項１８に記載
のポリエーテル組成物。
【請求項２０】
　前記官能化性触媒がスズ（ＩＩ）オクタン酸塩、スズ（ＩＩ）２－エチルヘプタン酸塩
、ジブチルスズ（ＩＶ）ジラウレート、チタンテトライソプロポキシド、チタンテトライ
ソブトキシド、又はその組合せである、請求項１９に記載のポリエーテル組成物。
【請求項２１】
　前記ポリエーテルが：
【化５】

（式中、Ｒは、ポリオール、ポリアミン又はアミノアルコール開始剤の残基であり；Ｘ及
びＸ'は、同じか、又は異なっていてもよく、Ｏ、Ｎ又はＮＨであり；ｐは、１～５の整
数であり；ｑは、１～５の整数であり、ここでｐ＋ｑは、３～８であり、ｔは、３～８の
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整数であり、Ａは、同じか、又は異なっていてもよく、Ａ１、Ａ２及びＡ３から成る群よ
り選択され、ここでＡ１は
【化６】

であり、Ａ２は、
【化７】

であり、Ａ３は、
【化８】

であり、ここで植物油ベースのポリオールの任意の分子すべてのａ、ｂ及びｃがすべて０
とは限らず、植物油ベースのポリオールの（ａ＋ｂ＋ｃ）／（ｐ＋ｑ＋ｔ）が０を超えて
約１００までであるならば、ｍ、ｎ、ｖ、ｒ、ｓ、ａ、ｂ及びｃは整数であり、ｍは３よ
り大きく、ｎは０と等しいかそれより大きく、ｍ＋ｎは１１～１９であり、ｖは３より大
きく、ｒは０と等しいかそれより大きく、ｓは０と等しいかそれより大きく、ｖ＋ｒ＋ｓ
は１０～１８であり、ａは０～３５であり、ｂは０～３５であり、ｃは０～３５である）
を含むポリオールである改質植物油のポリエーテルである、請求項１５に記載のポリエー
テル組成物。
【請求項２２】
　前記ポリエーテルが開環エポキシ化植物油、オリゴマー化エポキシ化脂肪酸、ディール
ス・アルダー付加生成物がそれに付加された植物油、又はその組合せである改質植物油の
ポリエーテルである、請求項１５に記載のポリエーテル組成物。
【請求項２３】
　前記ポリエーテルがヒドロキシメチル化植物油、動物脂肪、改質植物油、改質動物脂肪
又はその組合せのポリエーテルである、請求項１５に記載のポリエーテル組成物。
【請求項２４】
　前記ポリエーテルがヒドロキシメチル化脂肪酸アルキルエステル又はヒドロキシメチル
化脂肪酸のポリエーテルである、請求項１５に記載のポリエーテル組成物。
【請求項２５】
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　開始剤化合物、複合金属シアニド触媒錯体及び少なくとも約百万分の１０のスズ、チタ
ン、ロジウム、ニッケル、酵素、酸、ヨウ素又はその組合せを含む開始剤組成物であって
、前記開始剤化合物が：
【化９】

（式中、Ｒは、ポリオール、ポリアミン又はアミノアルコール開始剤の残基であり；Ｘ及
びＸ'は、同じか、又は異なっていてもよく、Ｏ、Ｎ又はＮＨであり；ｐは、１～５の整
数であり；ｑは、１～５の整数であり、ここでｐ＋ｑは、３～８であり、ｔは、３～８の
整数であり、Ａは、同じか、又は異なっていてもよく、Ａ１、Ａ２及びＡ３から成る群よ
り選択され、ここでＡ１は

【化１０】

であり、Ａ２は、
【化１１】

であり、Ａ３は、
【化１２】

であり、ここで植物油ベースのポリオールの任意の分子すべてのａ、ｂ及びｃがすべて０
とは限らず、植物油ベースのポリオールの（ａ＋ｂ＋ｃ）／（ｐ＋ｑ＋ｔ）が０を超えて
約１００までであるならば、ｍ、ｎ、ｖ、ｒ、ｓ、ａ、ｂ及びｃは整数であり、ｍは３よ
り大きく、ｎは０と等しいかそれより大きく、ｍ＋ｎは１１～１９であり、ｖは３より大
きく、ｒは０と等しいかそれより大きく、ｓは０と等しいかそれより大きく、ｖ＋ｒ＋ｓ
は１０～１８であり、ａは０～３５であり、ｂは０～３５であり、ｃは０～３５である）
を含むポリオールである改質植物油である、開始剤組成物。
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【請求項２６】
　少なくとも１つのアルキレン酸化物と請求項２５に記載の開始剤組成物との混合物を形
成するステップと、ポリエーテルを形成するために触媒錯体を活性化して、開始剤化合物
をアルコシル化するのに十分な条件を混合物に与えるステップとを含む、製造方法。
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